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富
山
藩
領
土
〔
一

〉前

田
利
次
時
代
l
寛
永
十
六
年
六
月
二
寸
目
前
凹
利
治

よ
り
、
組
中
姉
説
部
一
関
六
万
石
、
新
川
郡
加
山
迩

一
万
六
千
八
百
石
、
阿
部
笛
山
抽
出
三
千
百
七
十
石
除
、

加
賀

・
能
美
部
内
二
万
石
を
分
奥
せ
ら
れ
た
。
そ
の

珠
洲
制
限
原
の
内
の
ふ
手
。

マ
サ
Y
ノ
ウ

っ
た
た
め
、
社
寺
民
戸
主
千
入
百
除
を
失
ひ
、
域
内
一
日
夕
、
邸
内
長
柄
者
の
金
屋
火
を
失
し
、
殿
宇
全
焼
、

の
千
依
御
殿
・
勘
定
所
・
東
升
形
前
の
公
磁
場
・総
曲
一
俄
炎
日
本
橋
附
近
に
及
び
、
設
日
に
京
っ
て
鎮
火
し

拾
の
町
吟
味
所
・
御
郡
役
所
等
亦
皆
俊
け
、
利
保
は
一
た
。
次
い
で
利
幹
の
時
、
文
政
入
年
十
二
且
九
日
加

三
，
丸
な
る
附
嗣
利
民
の
館
に
維
を
避
け
た
が
、
後
千

一
賀
滞
邸
か
ら
出
火
し
て
、
出
山
滞
邸
亦
類
焼
し
た
。

談
御
殿
は
笛
位
置
に
建
造
せ
ら
れ
た
。
五
年
三
且
廿
一
叉
利
保
の
時
弘
化
三
年
=
一
且
叶
二
日
駿
に
は
、
版
式

抗
日
大
践
が
あ
り
、
域
内
石
川
位
の
出
即
製
す
る
も
の
多
一
長
局
か
ら
出
火
し
て
上
屋
敷
市
川
〈
焼
亡
し
、
暇
安
門
・

か
っ
た
。
文
久
三
年
二
且
十
三
日
中
野
町
散
地
生
地

一
摂
・下
馬
を
残
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
他
に
延
焼

屋
庄
一
五
郎
の
家
よ
り
出
火
し
た
が
、
時
に
旋
風
亦
大
一
し
な
か
っ
た
。
こ
の
際
浅
草
の
下
屋
駅
狭
随
な
る
を

に
吹
き
、
催
災
六
千
入
百
徐
宇
に
及
び
、
域
内
一
一

J

丸

一
以
て
、
利
保
は
暫
く
喚
問
辻
町
の
抱
屋
数
に
移
り
住

の
時
鎖
焼
、
大
手
の
勘
定
所
、
諸
役
所
亦
焼
失
L
、

一
ん
だ
。
同
年
イ
且
利
保
致
仕
し
、
附
し
て
上
屋
以
の

次
い
で
明
治
元
年
九
且
外
郭
の
関
徳
紛
が
鍔
熔
の
災
一
新
管
は
十
ご
且
四
日
抽
出
功
し
、
汁
六
日
利
友
浅
草
邸

に
縫
っ
た
。
民
徳
備
は
安
永
二
年
に
制
京
さ
れ
た
務

一
よ
り
束
。
入
っ
た
。
凡
そ
出
山
掛
川
上
屋
敷
の
位
出
血
は
、

の
製
校
で
あ
る
。

一
笛
初
か
ら
務
末
ま
で
鈍
る
こ
と
な
〈
、
そ
の
院
さ
一

ト
ヤ
マ
ハ
ン
エ
ド
テ
イ

富
山
藩
江
戸
邸

〈一〉

一
万
千
八
十
八
歩
で
あ
っ
た
。

上
屋
敷

l
富
山
滞
の
江
戸
上
屋
敷
は
、
武
鍛
に
下
谷

一
合
一U
中
屋
敷
|
武
鐙
に
下
谷
池
の
端
と
記
す
も
の

他
，
端
と
せ
ら
れ
る
が
、
民
は
加
賀
務
の
本
郷
邸
に
接

一
で
、
新
坂
本
町
に
図
寸
る
。
而
m
M
千
凶
百
七
十
歩
で
、

約
す
る
地
域
で
あ
る
。
掛
川組
前
聞
利
次
の
こ
L

に
在

一
江
戸
在
住
の
諸
士
を
置
い
で
あ
っ
た
。

っ
た
の
は
覚
永
四
年
に
初
っ
た
が
、
十
六
年
分
封
の
一
円
三
)
下
農
政

l
武
鑑
に
下
谷
脈
問
剛
院
後
と
す
る
も
の

命
を
受
け
る
に
及
び
、
別
に
一
郭
と
し
た
。
天
和
二
年

一
で
、
所
初
浅
草
邸
で
あ
る

o
E爾
の
時
元
職
十

一
年

十
こ

B
什
入
日
正
甫
の
時
、
こ
の
邸
類
焼
の
維
に
健

一
九
月
六
日
浅
草
の
滞
邸
焼
失
す
と
い
ふ
も
の
も
是
で

あ

υ
、
鈴
に
質
文
四
年
利
次
が
徳
川
家
制
よ
り
受
け
た

一
あ
る
。

十
問
年
九
月
治
問
院
を
し
て
地
銀
祭
を
行
は

領
地
利
物
を
失
う
た
。
元
職
二
年
二
且
下
旬
新
郎
の
一
せ
、
十
且
六
日
上
制
式
を
執
行
し
た
。
利
輿
の
亭
保

治
密
成
っ
た
が
、
そ
の
地
は
先
に
焼
失
し
た
も
の
L

一
一
一
年
六
月
九
日
、
小
併
田畑町
よ
り
出
火
し
、

南
風
烈

治
却
で
あ
る
o
次
い
で
十
六
年
J
l

一
月
廿
九
日
再
び

一
し
〈
本
邸
亦
類
焼
し
、
利
朗
(
の
安
永
七
年
に
も
之
を

災
に
槌
・り
、
利
奥
の
時
賀
、
一
氷
四
年
三
月
建
築
成
り
、

一
改
築
し
た
こ
と
が
あ
る
o
利
保
の
弘
化
三
年
三
月
サ

四
用
世
七
日
移
徒
の
儀
を
行
う
た
o
正
徳
四
年
十
且

一
一
一日
上
屋
敷
の
催
災
し
た
時
に
は
、
川
制
利
友
抽出
草

一一
イ
日
亦
水
戸
時
柑
の
下
麗
蚊
か
ら
出
火
し
、
宮
山
滞

一
邸
に
移
り
住
み
、
十
周
製
封
、
十
ご
且
新
密
の
上
屋

邸
の
長
屋
健
災
し
た
。
元
文
=
一
年
正
月
廿
九
日
利
興
一
般
に
移
っ
た
。

の
時
、
大
器
寺
掛
川
邸
の
火
に
富
山
総
邸
の
長
屋
も
俊
一

け
、
利
幸
の
覚
延
三
年
十
二
且
廿
七
日
践
に
は
、
富一

山
滞
邸
の
踏
式
来
物
置
掛
か
ら
出
火
し
て
、
夫
人
の

一

御
附
用
人
以
下
の
長
屋
を
鍛
き
、
延
い
て
茅
町
爾
側
一

百
抗
十
除
戸
に
建
L
、
利
抑
制
の
覧
政
一
均
年
十
且
什
五

一

浦
山
越
と
い
ふ
の
は
、
期
切
・石
間
・
石
間
新
・
官
官
掛
・

三
日
市
・
阪
湾
・
吉
凹
・
荒
民
・
上
限
野
・
下
飯
野
・木

根
・
植
木
・
前
探
・山
岡
・中
断
栃
屋
・下
北
・尾
山
・他

尻
・内
生
谷
・
市
脳
瓜
・
栃
搬
・北
野
・
板
屋
・
日
稼
・
本
・

耐
子
部
・中
野
道
・旧
家
新
・古
御
堂
・苦
城
寺
・
若
葉
・

捕
山
・内
山
・糊
迦
常

-m籾・
ぷ
例
仰
の
三
十
七
夕村
、

お
山
μ
訟
は
小
泉
・大
町
・収
尿
・艇
部
・布
槻
・
羽
根
・高

mの
七
村
、
能
安
郡
内
は
野
・
窓
住
・
二
口
・中
庄
・
束

任
問
・
商
任
問
・寺
井
・JM
開
設
・
印
内
・燦
・
申
江
・下

江
・問
問
・抗

m蛍
・
時
間
銀
・
誕
生
・
下
誕
生
・吉
光
・
秋

常
・湯
谷
・上
開
設
・
三
遊
山
・末
寺
・
一
一品
設
・
石
子
・
和

問
・三
箆
・紛
・佐
野
・
上
八
里
・下
入
問
中
一・
和
策
・寺
品

の
三
十
一
ニ
今
村
で
あ
る
。
(
沼
山
港
三
千
百
七
十
石
僚

と
す
る
は
、
組
昌
明
白
三
州
志
来
悶
術
開
見

・
笹
山
総
地

問
等
に
操
る
。
出
山
滞
別
問
氏
系
聞
に
は
三
千
二
百

二
十
石
除
に
作
る
ou
成
治
三
年
七
且
八
日
新
川
部
間

山
辺
一
万
六
千
八
百
石
及
び
能
楽
部
二
万
石
を
新
川

郡
白
山
迭
の
地
と
交
換
し
た
。
是
よ
り
後
姉
到
郡
一

間
六
万
二
千
入
百
五
十
一
石
、
新
川
郡
内
三
万
七
千

百
四
十
九
石
、
外
に
館
前

一
万
二
千
坑
百
三
J
l
抗
石

九
斗
七
升
と
斜
せ
ら
れ
る
。
〈
七
且
入
日
と
す
る
は
富

山
務
勘
定
防
援
訟
に
鍛
る。
U
冗
文
凶
年
四
且
五
日
徳

川
家
制
よ
り
、
術
創
部
一
回
百
八
十
ヶ村
・新
川
郡
中

七
イ
=
一
今
村
、
合
計
十
万
石
を
領
知
す
べ
き
判
物
を

受
け
た
。
是
よ
り
前
に
は
領
知
判
物
を
受
け
な
い
。

C
一V
前

m正
前
時
代
|
延
期
同
ご
年
入
且
引
二
日
、
是

よ
り
先
姉
誕
郡
桐
谷
村
・荒
谷
村
・須
江
村
と
、
金
森

出
芸
守
の
所
領
飛
脚
凶
育
域
消
と
の
閣
の
山
境
に
闘

し
て
軍
総
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
幕
府
裁
決
し
て
飛

騨
側
の
主
張
を
迎
と
し
た
。

(
=
一
)
削
凶
利
同
時
代
|
明
治
二
年
六
且
十
七
日
版
犯

を
奉
還
し
た
。
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回
丑
目

夏
零
土
問

中
の
引
の
日
に
海
水
に
情
す
る
こ
と
は
、
滞
政
附
代

か
ら
加
賀
・能
官
共
に
行
は
れ
、
洗
湯
と
務
し
て
池

袋
に
入
る
こ
と
も
仰
で
あ
っ
た
。
同
日
鉛
鋭
の
部
俊

を
食
ふ
こ
と
は
、
明
治
の
末
期
漸
〈
東
京
か
ら
砂
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ト
ヨ
カ
ツ
ジ
ン
ジ
ヤ

製
勝
神
社

石
川
部
富
永

に
在
っ
て
、
式
内
等
部
枇
犯
に
、『
盟
勝
榊
位
。

中
村

郷
宮
永
村
銀
座
。
務
=
間
勝
宮
。
今
邑
民
録
=
入
幡
大

制
。
沼
祉
也
0
』
と
記
す
ろ
o
今
富
永
八
幡
榊
枇
と
開
削

す
る
。ト

ヨ
h
y
-
-
ジ
ン
ジ
ヤ

盟
図
神
社

卯
一
民
山
山
王
。

J
ウ

タ
ジ
ヤ

ト
ヨ
h
y
-
-
7
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幽
閉
町

金
問
の
川
名
で
、
御

歩
間
の
飽
き
で
あ
る
。
滞
政
中
は
税
普
山
に
卯
辰
山

正
社
が
あ
り
、
城
内
の
産
土
初
で
あ
っ
た
。
化
の
枇

内
に
間
臣
秀
吉
の
榊
般
を
山
由
紀
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

明
治
元
年
制
仰
拠
出
耐
を
禁
ぜ
ら
れ
た
後
州
諸
同
一
岬
祉
と

改
稿
し
た
。
開
凶
町
は
印
ち
こ
の
枇
般
の
麓
で
あ
る

が
お
の
抑
制
で
あ
る
。

卜
ヨ
生

盟
国
鹿
島
都
問
問
保
に
臨
す
る
部
訴
。

能
膏
名
跡
芯
に
、『
川
田
凶
村
に
左
近
と
い
ふ
古
き
百
姓

あ
り
。
品
山
式
部
大
輔
毅
春
の
母
人
は
此
家
の
娘
と

い
へ
り
。
』
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
脱
併
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
ウ
ヂ

盟
国
民
銀
卑
分
脈
に
、
林
大
夫

光
家
の
三
男
川民
間
五
郎
光
成
、
そ
の
嫡
子
見
聞
次
郎

光
政
・
玄
男
盟
問
八
郎
組
成
が
あ
り
、
光
院
の
筋
子

に
問
問
弼
二
郎
光
出
血
・=一男川

Hm四
郎
光
信
・抗
男
m
m

間
五
郎
光
長
・
七
男
蝦
加
入
郎
光
明
・八
男
慰
問
九
郎

光
絞
揮
す
が
あ
る
。
石
川
郡
川
日
間
郷
に
関
係
の
あ
る
人

で
あ
ら
う
。
前
記
の
中
謝
二
郎
光
忠
の
住
地
は
鹿
島

郡
問
凹
な
る
べ
く
、
石
川
制
限
凹
か
ら
移
っ
た
の
で

そ
の
地
名
が
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

光
忠
の
子
に
は


